
ユーラシア大陸とアフリカ大陸に極めて多くの種
類 (1,100余極) があるが, 大多数のものはただ一
属 Sphenoptera Seller に含まれ, この他にはそ
れぞれ10種足らずの種類を含む3 属があるだけであ
る。元来, 乾操地の居住者で, 中央アジア, シリア
アフリカなどの革原地帶に多くの種類があり, 森林
地方には少なく , 大陸周辺の諸島にはごく性かの例
外的な種類を産するだけである。 幼虫は革本械物の
根業_部に展入するものと考えられる。

l3. Genus Sphenoptera Sel ler, 1833 マルタ

マムシ属
Sphenoptera s. str. (中国~地中海地方), (Deu-

dora Jakovlev, 1899 (中央アジア~地中海地方),
Paradeudora Obenberger, 1924 (北アフリカ, 近
東), Archideudora Obenberger, 1926(アフリカ南
部), Rhaphidochi ra Jakovlev, 1900(中央アジア)
Chrysoblemma Jakovlev, 1899 (蒙古, 中国西部
~地中海地方), Chi1oblemma Obenberger, 1926
(中央アジア, コー カサス), Chi1ostetha Jakovlev,
1889 (中国,  満洲,  シベリア東部~地中海地方),
Chitostethura Obenberger, 1926 (南アフリカ),
Hloplistura Jakovlev, 1899 (中国南部, インド~
アフリカ, 地中海地方), T roPeopeltis Jakovlev,
1901 (インド', 中央アジア~小アジア,  アフリカ),
Tropeoblemma Obenberger, 1926 (アフリカ東
部), Buprestochila Obenberger,1926 (南アフリ
カ), Strobi1odera Fairmaire, 1884 (アフリカ中
東部) などの亜属に分けられ,  上記のように1,100
余種を含むが,  ツヤタマムシ属Psi1oPtera と同様
に,  この中の幾つかは独立の属として取扱った方が
ょぃのではないかと考えられる (例えば,  HoPli -
stura, Tropeopeltisなど)。
以上14亜属の中で, 極東地方にまで分布が延びて
来ているものは,  Sphenoptera, Chrysoblemma,
Chi1ostetha, および Hoi'1istura の4亜属で,  前

亜属 Lami)etis と同様にアフリカで最も繁栄し,
その一部がインド'を経て中国南部に及び, 更にその
一部は海南島やァンタマン諸島にも及んでいる。 日
本付近では S. (Chi1ostetha) forceps Jakovlev,
1908が消洲 (速東半島を合む) からバイカル地方,
蒙古, 華北にかけて産するが, 朝鮮半島からは現在
本属の 類は1 種も記録がない。 日本からも同様で
あるが, 私の手許に長野県上高地という一ーベルのつ
いた S. (S ) exte,tsocar inata Jakovlev, 1889 と
思われる1 頭の標本がある')。  しかしこの極類は中
国中北部から業古を経てバイカル地方にまで分布す
る和類で, 果して日本に産するかどうか極めて疑わ
しい .

. Subfami ly Buprest inae クロタマムシ亜
科

,、ワイ, ニュージーランドを含む南太平洋の語・島
と極地を除くほとんど全世界に産する。 中型種と小
型種を多く含み, 次の3 族に分けられる。
1 . 一後胸後側t反の一部はHii部第1 節の側部延長に
より覆われる一ーーーーーーー一C. Anthaxini
一後胸後側板は全く覆われることがない一 - 2.

2. 一 両複限は明らかに頭頂に向け収敞する一 - -
A . Dicercin i

一両複限は平行, またはごく1益iかに上方に向け
収敏する B. Buprestini

A. Tr ibe Dicercini フタオタマムシ族
エチオピア区を除くほとんど全世界に約20属を有
するが, 不思議にエチオピア区, マタ'ガスカル, お
よび南米のブラジル山地には全く産しない。
本族は, 前述した,  ウパタマムシ亜科のツヤタマ
ムシ族に形態が酷似していて, 触角の構造以外に両

1) l 9 , 長野県上高地, 7. viii.1940, M yasuda
採集
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しなし

者を分ける顕著な特徴がない。 従って,  ソ連の
Richter のように両者を合せて,  Capnodini と云
う族を創設する人もある。
しかし, フタオタマムシ族は総北区に分布の中心
があり,  1 部はマレ一諸島沿いに南下して, ニュー
ギニア,  ソロモン諸島, ニューカレドニア, フィジ

ーに及び, 更にオーストラリアの東岸を南下して,
南米のアンデス山地の中南部に現れる。 これは南極
大陸を経て南米に達したものと考えられ, 中米を経
て南米に入つたものではない。 一方, ツヤタマムシ
族はその項でも述べた通り, 南米のブラジル楯状地
とアフリカ大陸を分布の中心として, 一部は中央ア
ジア, インド'からインド'シナ半島に, 他は南米北部,
中米を経て北米南部に至つている。 これから判断す
ると, ツヤタマムシの分布の中心はコ'ント' ワナ大陸
にあり, フタオタマムシ族のそれはァンガラ大陸に
あるように思われる。従って, 両者は大西洋の形成
される以前に分離されていたものと考えられ, 両者
を同一視するのには無理があると考えられる。
日本には次の4 属を産する。

1 . 一後開節第1 節は第2 節と等長またはこれより
ごく僅かに長い。小糖板は円く小さく, 翅端は多
少共尾状に延長する一 - - - - - …一 - …一 - -

-一……一14. Dicerca Eschscholtz, 1829
一 後 節第1 節は第2 節より明かに長い, 小桶
板と翅端の形は一定しない一 - - - - - …一 -2・

2. 一後胸腹板中央部および腹部腹板第1 節の中央
に太い縦構がある。 翅端は多少共尾状に延長する
…一一15. poeci1onota Eschscholtz, 1829

一後胸腹板中央部および腹部腹板第1 節の中央
部は平坦またはやや中高, 翅端は全く尾状に延長

3. 一開'節は短太, 中 節第1 節は第2 節と等長ま
たはこれよりごく僅かに長く, 後開節第 l 節は第
2 節の長さの1.5 倍以下。 体は短太でやや中高,
翅軸に数間室に亘る大きな黒藍色紋がある一 …一
ー…………16. 0oal isia Ker remans, 1900

- I t節は細長, 中開節第1 節は第2 節より明ら
かに長く, 後開'節第 l 節は第2 節の長さの1・5 倍
以上。体は細長でやや扁平, 翅軸の黒藍色紋は細
かく,  2 間室以上に亘ることは少ない……一 …一

- - - 17. So加t i11atr ix Obenberger , 1956

14. Genus D icer ca Eschscholtz, 1829 フ タ

オタマムシ属
総北区に分布し, 78種を含むが, 北米に最も種類
が多く, 東亜には5 種, 日本にはその中の2 種を産
するに過ぎない。

1.  D furcata (Thunberg, 1787) フタオタマ
ムシ 分布 : 日本 (北海道), 樺太, 朝鮮, 満洲, シ
ペリァ, ョーロツパ (東北部)。以前は 1;). acumi-
nata Pallas, 1782 を種名として使用していたが,
この名はホモニムで使用出来ない。 樺太と北海道産
は大陸の原亜種に較ぺ, 体が頑強で, 点刻が粗大,

前胸背の側緑が中央部で強く膨出 し, 後座節の弯曲
が弱いなどの点で異り, 亜種aino Lewis, 1892 と
して区別される。 これは独立種として記載されたも
のであるが, 上記の点では種を分ける程の特徴とは
ならない。 成虫はヤナギ類, ナラ類, シラカバなど
の枯木や薪に見出されるが, 幼虫の確実な記録はな
いo

2.   D tibi al is Lewis, 1892  ト fフタオタマム
シ 分布: 日本 (本州, 四国, 九州)。関東地方西南
部の山地から西の低山地に見出されるが, 一般に稀
である。東京, 神奈川, 静岡, 奈良, 和歌山, 要緩,
鹿児島の話都県から記録があるが, いずれも表日本
からの記録ばかりで, 英日本からの記録はない。 中
国の福建省から記載された D. latouchei Fai「-
maire, 1899 も, その記載から判断すると, 本種と
同一種かも知れない。
和名の基になった, 雄の中脛節の中程の内方にあ
る鋭い兢は本種だけのものと考えられ易いが, フタ
オタマムシにもより鋭く長い棘がある。ただ, この
棘は本属のどの種にもあるわけでなく, 歯状突起で
あったり, 全く無かったり, 種によって一定してい
ない。加害植物はスギ, モミなどの針葉樹と推定さ
れる。

近隣から知られる本属の種類に,  D amphibia
Marseul. 1865 カラフトフタオタマムシ (樺太, シ

ベリァ, ョ ーロツパ東部) , D. corrugata Fa ir-
maire, 1902 タイワンフタオタマムシ (台湾, 中国
南西部, 北ヴェトナム), D aenea ch ivtensi s Oben-
berger, 1929 オオフ タオタマムシ (満洲,  中国北

部。原亜種はョーロツパ, 北アフリカ, シベリア)
などがある。 以前2) 私が中国の山東省から記録した
D moesta (Fabricius, 1793) (ヨーロッパ中東部)
はどうやらラベルの付け誤りらしいので, 東亜のフ
ァウナからは一応除外した方がよいと考える。

15. Genus Poeci lonota Eschscholtz, l829
コモンタマムシ属
一見フタオタマムシ属に似ているが, 後開節第1
節が長く, 前胸背の中央に隆条があり, 溝がない点
で区別される。 フタオタマムシ属と同様に総北区に
13種を産するが, 東亜には2 種を産するだけである

1. p. chinensis Thery, 1926 クロ コモンタ マ
ム シ 分布 : 中国 (北部), 満洲,  日本 (北海道,
本州)。
中国の北京から記載された種類であるが, ヨーロ
ッパからシベリアにかけて分布し, 幾つかの亜種に
分けられている, P. υariolosa (Payku11, 1799)の
代替種であると考えられる。幼虫は各種のト'ロノキ
属の植物の樹幹に加害するが, ヤナギ属に加害する
例はまだ知られていない。
日本には次の2 亜種を産する。

2) Bull. Nat. Sci. Mus. Tokyo, (34), p 32
(1954)
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a . subsp. cupreomacutata Miwa & ChOj0,
1935  分布 : 口本 (北海道, 本州)。 北海適札幌で
採集された1 頭 ( ? ) に基いて独立種として記i波
されたものであるが, 私はこれを原亜種と同じもの
と見做し3) , 関西地方のものを別種として記.,i文した。
しかし, 最近岩手県で採集された0 1 を検するこ
とが出来たが, これは大陸の原亜種とは区別出来る
特徴を持っているので, 北日本のものは別亜種とし
て区別してもよいと思う。

b. subsp. j,anoi Y. Kurosawa, 1962 (ヤノコ
モンタマムシ) 分布: 日本 (本州)。
本亜 も三重県産1 3 に:基いて独立種として記l成
されたものであるが, 英後, 若干の標本を検した結
果, やはり c加%e m s の亜極と見做す方が要 当で
あるとの考えに達した。 北日本産に較べ, 趣報間室
の隆起がさらに強く , 超端は孤状に割られるなどの
点で異る。  「三重県」 と称する模式標本以外に, 般
近になって, 条良市と神戸市有馬温泉でそれぞれ数
頭ずつ採集されている。或いは, 将来関東, 中部地
方で本極が発見されれば, 両亜極は連続するかも知
れない。 有馬産のものはポプラの幹から採集された。

16. Genus Oval is ia Kerremans, 1900 ク ロ

ホシタマムシ属
地中海地方, 中近東,  ヒマラヤから東はビルマ,
中「'国を経て満洲, アムール地方, 朝鮮,  口本へ, -
方では中国から台湾を経てフイリッピンへ, さらに
他の大きな流れはアッサム地方,  ビルマからインド'
シナ半島全域に及び, マレ一半島を経てスマトラ ,
ポルネオに達している。  しかし, ジャバ以東のスン
タ 列島には記録がない。
本属は従来次のキン~、リタマムシ属と区別される
ことなく ,  唯一の属 Lampra Lacordai re, 1835
に入れられていたが, キン~、リタマムシ属とは検索
表に記した特徴で明かに区別出来る。本属の模式種
はソロモン群島のTugela島産と称する 0. insu-
taris Kerremans, 1900 であるが, この極は現在
マレ一半島に産する 0. a gn' co!h's  H.  Deyro11e
1864 のシノニムではないかとされている。 しかし,
ジャパ以東には及んでいない本属が, 実然ソロモン
群島に現れるとは考えられないので, 若し insulans
が確かにソロモン群島産であるならば,  inst‘lans
を模式種とする 0t'atisiaはクロホシタマムシ類と
は異る属である可能性が強い。 この場合には,  クロ
ホシタマムシ属の属名としては地中海地方に広く分
布する Lampra festi1;a (Linne, 1758) を模式種
とした Palmar Schaefer, 1949 が復活する。
日本には次の3 種を産する。
1. 0. daυidis (Fairmaire, 1887) タイ ワンク

3)  Bull. Nat. Sci. Mus. Tokyo, 6, p. 90(1962)
4)  19, 岩手県轉貢郡大迫町立石 (21. vi. 1969,
佐々 木ふさ子採集)。  この産地は早池峯山の南
施である。

ロホシタマムシ 分布 : 日本 (九州,  屋久島),  琉
球 (- ﾝ美大島 ),  中国 (中南部 ),  台湾。福建省から
記 された極類で, 台湾と日本産はそれそ'れ別亜種
に属する。

a. subsp. intermedia (Y. Kurosawa, l956)
鹿児島, 天革島富浦, 島原半島口之津, 福岡県玄
海島, 屋久島粟生, 美大島名lfi (新記録) など主
として海岸地方で採集されている。幼虫はスギ,  ヒ
ノキに加書するらしい。

b. subsp. igneilimbata (Y. Kurosawa, 1948)
台湾の山地に産するもので,  口本産のマスタクロ
ホシタマムシ 0. υiυata Lewis の亜種として記載
したものであるが, 1956年に独立種にすると共に,
口本からその亜極' intermedia を記收した。  しか
し台湾のものは福建省から記較された Lami)ra
daυid is Fai rma ire, 1887 と同一種と考えられる
ので, 種名に daυidis を用い,  台湾産と日本産を
それぞれ別亜種としたい。 この扱いは大陸産の真の
daυidis とその近似種 kheili Obenberger, 1925の
標本を検していないので, 将来変更されるかも知れ
ない。

2.   0. υz't;ata (Lewis, 1892) マスタ'クロホシタ
マムシ 分布 : 日本 (本州, 四国, 九州, 屋久島)。
中国, インド'シナ半島, 台湾などに多くの近似極が
あり, 地中海地方に産する 0. f estiυa (Linn6,
1758) も本種に近い。故鹿野.A雄 士は, 故松村松
年博士が次種を本極と感述いして図示されたのをそ
のまま信じて, Lewisの原記載を調べることもな
く, 本極を新極と速断してmasudai と命名した。
従っ て masudai Kano, 1929 は当然 υiυata
Lewis, 1892 のシノニムとなるが, 本種をクロホシ
タマムシとすると, 久しく次種を 「クロホシタマム
シ」 と称して来た習 に混乱を来すので, 私は本極
には masudaiの和名マスダクロホシタマムシを残
し, 次種には従来のクロホシタマムシを残した5)。
幼虫はスギ, ヒノキの樹皮下に加書する。

3.  0. υi rgata (Motschulsky, 1859) クロホシ
タマムシ 分布 : 日本 (北海適, 本州, 九州) , 朝
鮮, 満洲, シベリア束部, 中国北部。開節や小概板
の構造は次のキンヘリタマムシ属に似ていて, クロ
ホシタマムシ属とキンヘリタマムシ属を結ぶ位置に
ある。 また分布も本属の中では北に偏し過ぎている
口本産のものは超端の形などが朝鮮やシペリア産の
基本極とは多少異り, むしろ中国の 0. subangu1osa
(Fairmaire, 1889) に似ている。幼虫はナラ, クリ
などブナ科の枯材に食い入るものと思われる。

17. Genus Sc int i l l at r i x Obenberger, 1956
キンヘリタマムシ属
従来クロホシタマムシ属と共にョーロ ツパ産の

Buprestis ruti lans L inn6 を模式種とする属
Lampra Lacordaire, 1835 を創っていたが,  この

5) 11.虫世界, 第50巻 573号, p 3 ( l947)
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属名は 通日ヤガ科の属 Lampra Hi ibner, 1816
により先占されているので, Obenbergerは1956年
にキン~、リタマムシ属に上記新名を提唱した。
ヨーロッパから中央アジアにかけての地域に13種,
極東地方に23種を産するが, その中間のヒマラヤ,
チベット , 新疆, シベリア中部などには不思議にも
1 種も産しない。
この属の各極は互に酷似した色彩と形をしている
上に, 各種の変化傾向も共通しているので, 中型の
タマムシの中では分類に最も因難する一群である。
従って, 種類数も将来多少増減するかも知れない。
各種共原則と して金緑色の地に両側は金種色に緑取
られるが, 時に, 担 側縁の金種色部が;鯉色し全く
緑色になったもの ( A型), 背面11・色または青産色
になり金睦色部が緑色になったもの ( B型) ,  およ
び全体が一様に種赤色, 暗紅色, 鉄銹色などになっ
たもの ( C型) などの変化が現れる。
日本には次の4 種を産する。
1. S be11ula (Lewis, 1892) キンヘリタマム

シ 分布 : 日本 (北ail適, 本州)。 北海道では少な
くないが, 本州では少なく , 岩手県と細島県から記
録されている。 B型を var.ogttmai (Y. Kurosawa,
l953) , c型を var. hasegaωal (Y. Kurosawa,
l953) と云う。幼虫はハルニレに加iiする。 なお本
極は次ﾝ重に最も近く,  その.1111極とされることも る

2. S. j)retiosa (Mannerheim, 1852) キュウシ
ュ ウキンヘ リ タマムシ 分布 : L1本 (九州), 朝鮮,
満洲, 蒙古, シベリア東部。 前極によく似ているが,
やや1願平で, 端の割れの形が異る。 A型を var.
hochhuti (0benberger, 1951), B型を var. nobi-
1issima (Mannerheim, 1852) と-◆i 、')が c型の記
はない。 口本産は次の 極に属する。
subsp. inexpecta (Y. Kurosawa, 1953) 分布 :

l_l 本 (1し州)。 大分 u f1?l ?で採れた1 9 に基いて

記載したものであるが, その後の記録を知らない。
大陸産の原亜種とは前胸背の形が異る。

3. S kamikochiana (0benberger, l940) エサ
キキンヘ リ タマムシ 分布 : 日本 (北海適, 本州)。
本州の深山と北海道の中南部の山地に産する。 B型
と c型があり, 後者を var. esaki i (Y. Kurosawa,
l953) と云う。幼虫はヤナキ'類を食べるが,  ミヤマ
ハンノキにもつくらしい。本種は朝鮮, 満洲, ウッ
スリーなどに分布するS tschitschertm Semenow,
l895 に最も近く ,  恐らくはこの種類から分化した
ものであろう。

4. S. chinganensis Obenberger, 1940 ハピロ
キンヘリ タマムシ 分布 : 日本 (本州) ,  朝鮮,  満
洲, ウツスリ一。キンヘリタマムシ属の中では特異
な種類で短太, 触角の比が他種と異る。 B型を var.
soυastjanoυi (0benberger, 1951) と云う。  口本
産は大陸産と異り, 次の亜種に属する。

subsp mpponensis (Y. Kurosawa, 1953)
大陸産とは前胸側緑後方に金燈色部の現れること
と, 前胸背の側縁の膨出が強い点で区別される。 極
めて締な種類で, 岩手県で l ;6, 群馬県で1 9が採
集されただけである。
なお極東地方の本属の極類は前述の通り23極もあ
るので, 全部を紹介することが出来ないが, 雜太に
は1 ?重も産しないのに, 朝鮮にはS. limbata (Gob-
for i832), pretiosa(Mannerheim,1852), djin-
gt'sc1iam' (0benberger, 1951), ell加ga,Ie s is
(0benberger, 1940), suyft‘nensis (0benberger,
1934), rambouseki (0benberger, 1929), st‘υo -

rot'i (0benberger 1934) など7種を産し, 満洲や
中国にもさらに多くの種類があり, 台湾にも中国の
北東から記載された S. Proυosti (Fairmaire,
1887) と同じ極類を産する (新記録)。

( 国立科学｢冓物館

OApotomopterus 属2 種の採集記録
1. アオオサムシ A. insulicola Chaudoir, 115

6 9, 東京都三頭山 (1,527m) 山頂付近, 7~14.
ix. 1969。
尾根筋にかけたトラップに来た。
2 . オクムラク ロオサムシ A a lb lecht i okumu-

rai Ishikawa, 23 19, 群馬県吾要那賠恋村千保,
29, vii i969。
このうち11s 1 9 は亜極 fro◆.yt への移行を示し
ている。 おそらく本亜種の分布の北限に近いであろ
うo
終りに, 同定して頂いた奥村尚氏に感謝します。

(1111浜市南区 嘉広)
0ヵミキリ採集記録

(1)  アカムネハナカミキリ  Macropidoma ruf -
co11is Pic 入笠山の標高約 1,000mの所を飛翔中
の1雌を採集。12. viii. 1965。  採集者 渡辺昌久
標本は採集者蔵 (静岡県磐田市)

(2) ヒゲナガヒメカミキリCerecium 1ongicorne
PiC沼津市西浦のミカンの葉上にて4頭。 27. vil.
1969。採集者 大庭俊ll (静大・ 農・ 3年)

(3)  タニグチコプヤハズカミキリ  (南ア亜極)
Mesec加M'stat gs  tani g M加 'i  Sek 山梨県締形山,
標高約 1,900m の所の直径 80cm 位の切株で1
頭採集。束限の記録ではないかと思う。  採集者大
庭俊司。

(4)  シラオピト'イカミキリ Dolus adachi i
Hayashi  樹形山, 標高約 1,800mから 2,000m
の間のカラマツの生木の枯校を叩いて4 頭採集。 5.
6・ v i ii 1969。採集者 大庭俊司, 草間慶一。

(5) クロホソコバネカミキリ Necydal is ba r-
ma'tdi Pie構形山, 標高約1,500mのノリウッキ'
の多い伐採地で飛翔中の1 雌を採集。附近にはタ ケ
カンバの林が取り巻いている所。 7 . vill i969. 採
集者 車間慶一。 (静岡市大谷 草間慶一)
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0クロナガオサムシ類の混構
一越後のオサムシ覚え書 (4) -
新潟県のクロナガオサムシ類について,  馬場

(1966) は '県北部ではホソクロナガオサ (C eMh's
tenuiformis) が,  南部ではアキタクロナガオサが
それぞれ独占的に分布する” と述べ, 中部はその混
清地帯であるとして出要崎峠における両者混接の1
例を報じた。 しかしこう したこの類の混接は, さし
て珍しいことでもないらしく各地に見られるが, 手
許にあるデータによって下記の話例を報告する。

1)  新発田市五十公野山 (岩井戸附近),  1858年
l2月 8 日。
ク1::,ナガオサ (C. Procerulus) 1 9及びト
ウホククロナガオサ(C o n' h's arenh's)5 頭。
この山では後者はかなり産するが, 前者は稀
で, 1967年2 月28日にも前者1 と後者3 頭を
掘った。

2)  三条市月岡山, 1966年2 月19日。
クロナガオサ5 頭, アキタクロナガオサ (C・

o r rectzco lhs orrec加oihs) 6頭。
ここでは1967年2 月11 日にも前者1 と後者

5 頭を掘っている。
3)  新発田市上赤谷, 1967年9 月24日。
トウホククロナガオサ18頭及びアキタクロナ
ガオサ43頭。
ここでは翌年10月20日にも前者6 頭及び後者

11頭を採っているが, 後者の方がかなり優勢と

日される。
4)  南魚沼郡六日町坂戸山, 1968年11月15 日。
アキタクロナガオサ8 頭,  クロナガオサ4 頭。
性か数時間の調査であったが結果は上記のと
おりである。なお,  ここのマイマイカプリは
oxuroides と目される前胸等の青いものであっ
た。

5)  新発田市焼峯山, 1969年11月30日。
アキタクロナガオサ26頭,  クロナガオサ7 頭。
この山のアキタは初めて記録されるものであ
るが,  ここではいずれも朽木中の同一越冬窩に
越冬中の
アキタクロナガオサ1 0 十クロナガオサ1 9。
アキタクロナガオサ1 9 十 クロナガオサ1 6。
アキタグ・:''ナガオサ29 十 クロナガオサ13。
という三つの組合せを発見したことを特記した
いo

6)  新発田市淹谷, 前同日。
クロナガオサ11頭, アキタクロナガオサ3 頭
及びァオオサ12頭。
なお, 新潟県北部の C enhs は, 飯豊山の高地
産のものも含め真の ssp tenuit fermis とはかなり
異り, 大型で本誌第3 号に黒沢氏が記された山形県
のそれと同一であると考えているが,  ここでは一応
ss p. aren'fis として扱った。

(新潟県新発田市 小池 :覧:)

的 :if  島 の 甲 虫 類 (1) 大野 正男

倉島は能登半島輪島市の沖合 50 km の日本海
上に位置する周囲 4 km ばかりの小島 である。

島は小さいながら本土からの距りが大きいので, 生
物地理学上注目されて然るべきであるが, 地勢が極
めて単調で, 最高地点でも 15m に満たないという
ことのために, 従来, 載極的にこの島を調査する人
は少なかったようである。 そのような関係からであ
ろう, この島のファウナを扱った報文はほとんどな
く , 甲虫類にあっては僅か 9 種 ( ヒメカメノ コテン
トウ, ナナホシテントウ,  ヒメサピキコリ,  トビイ
ロクシコメツキ, アカアシクシコメツキ,  ウスケコ°
モク, マメコガネ,  クロコガネ, ハスジカ ツオ、ノ
ウ) の産が知られているにすぎなかった')。
そこで筆者は1968年7 月この島に渡り, 21 日と22
日の2 日間滞在し, ハムシ科甲虫を中心に民:虫,  ク
モなどの分布生態調査を試みた。調査結果のうちハ
ムシ類については既に報告しておいたので2) ,  ここ
ではハムシ科以外の甲虫類についてかんたんに報告
しておくことにする。なお, 同定未了のコメツキ,
ゾゥムシ, ハナノミ , その他については次回の報告
にゆずる。種名の次の (  ) 内の数字は採集個体数
を示す。

Harpalidae ゴミムシ科
1. Chlaemus posticalis Motschulskyキポシア
オゴミムシ (1)

Cocc ine l li dae テントウムシ科
2.   Harmoma axyr idis Pa11as テントウムシ(3)
3. Propylaea quatuordecimpunctata Linn6 ヒ
メ カ メ ノ コ テン トウ (2)

Tenber ionidae ゴミムシタマシ科
4. Plesiophthalmus mgrocyaneus Motschu1-

skyキマワリ (1)
5. Strongylium apterum Nomura et Yamazaki
ハネナシセスジキマワリ lie (納倉島で得た本種
10頭は後翅が残存し, その長さは翅鞘の%~ %に
達していた )

6 . 「efr a hy llas lm“h'ger M arseu1 ニジコ' ミ
ム シタ マ シ (1)

Oedemeridae カミキリモト'キ科
7. Eob ia chinensis Hope ツ'グロカミキリモト'
キ (1)

8. E. cinereipe,mis Motschulskyハイイロカミ
キリ モ ト'キ (7)
両種ともカラスウリの花に多かった。

)
)

1
2 金沢大学・ 北国新聞社自然科学調査団 (1961)  納倉島・ 七ツ島, PP・ 1~ l52 (北国新聞社)

大野正男 (1969) 納倉島のハムシ相, 採集と飼育, 31  (4), PP・ 80~88
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Cerambycidae カミキリムシ科
9. Atlop lo ho ra malas iaca T homson ゴマター
ラカ ミキリ (1)

Scarabaeidae コガネムシ科
10. Maladera or ientalis Motschulsky ヒメビ
ロウト'コガネ (1)

11. Lachnostenza kiote,tsis Brenske クロ コガ

ネ (1)
12.   popilia japomca Newmannマメコガネ (2)
13. Anomala testacetpes Motschulsky スジコ

ガネ (3) (本極は島に植裁されたクロマツにかな
り多く, 子供たちは本種をマツムシと呼び捕獲し
て遊んでいた)

14. protaetia o n enta li s Gory e t Percheron
シロテンハナムグリ (1)

(埼玉県鶴ヶ島町)
0新潟県のクロナガオサムシ
一越後のオサムシ覚え書 (5) -
新潟県のク !; ナ ガ オ サ (C. proCeruluS p「0-

cerult‘s) は中根によって記録され, その後馬場は
漸く確実な産地を発見した” として奥只見の枝析
峠及び笹ヶ峰牧場から火打山への一帶をあげた。 筆
者の手許には下記各地の標本があり, 県内各地にか
なり広く分布するものと思われる。
南,ffA沼部六日町坂戸山。三条市月岡山。南補原
郡下田村鹿峠。新発田市下寺内, 上石川, 下石川,
水谷沢, 五十公野山, 焼峯山。
因みに上記のうち六日町産以外はかなり大型で,
体長は3 で30mm内外,  9 では37mmの個体も
あることを附記する。

(新潟県新発田市 小池 :覧)
0クロスジチャイロテントウ伊豆半島に産す
クロスジチャイ ,::,テントウ MicrasPis k ioto-

ensis (Nakane et M. Araki) は, 1960年, 京都
を基産地として記i較;された種類であるが ( Veranta
属として。原色」it虫大図鑑甲虫 にも?Verama の
学名で図示されている),  アフリカ,  熱帶アジア,
ニューギニアなどに分布する MicrasPis l ineata
(Thunberg) に酷似する熱帶色の強いテントウム
シの1 っである。 また, 今日までに知られた産地も
あまり多くなく, 基産地の京都以外には兵庫 (西
宮),  大分 (久住山) などを挙げることができるく
らいである。 したがって本種は, 本邦産テントウム
シ類の中では極めて珍らしい種類に属するといって
差し支えないであろう。
筆者は1956年5 月4 日, 伊豆半島の天城山にて本
種1 頭を採集したことがある  (標本筆者所蔵)。 黄
褐色の地にしるされた3 本の黑条は極めて印象的で
ある。一見ヒメカメノコテントウの異常型のような
感もあるが, よく注意して眺めてみると形態的に全
く異なるので, 採集当時から気になっていた種類で
あるo
古い採集記録ではあるが, 伊豆半島は本種の産地
としては興味ある場所と考えられるので,  ここに分

布資料として報告しておく ことにする。
(埼玉県鶴ヶ島町 大野正男)

0 トゲヒラタハナムグリ九 hl  に産す
トグヒラタハナムグリ Dasyυalgus tube「Cula-

tus Lewis は従来九州から未記録のものであるが,
筆者は最近下記の標本を検することが出来たので本
種が九州に産することを報11する。
1. 1 , 熊本県上益城郡内大臣, 18. V・1969, 松
岡微。

2. 19, 組母山, 29. vii i969, 直海俊一郎。
3. 13, 熊本県下益城郡二本杉,  29. Vii- 1969,
太田恭司。

4. 1 3, 熊本県下益城郡二本t ｽ ,29.  vi i 969,
直海昌二郎。

5. 3 3祖母山, 24. vii i953, 木元新作。
6. 1 ;5 , 祖母山, 6. vii i955, 三宅義一。
なお1 および2 の標本は, 三宅義一氏に同定して
いただいた。 その際, 同氏と木元新作氏の未発表の
採集記録 (標本は同氏所蔵) についても, あわせて
発表することを許された。標本を同定して下さり,
記録の発表を許された三宅義一氏をはじめ, 最近の
記録の発表を許された直海俊一郎, 同昌二郎, 太田
恭司, 松岡 の語氏に感謝する。

(熊本市 大塚 )
0御蔵島のオオヒラタエンマムシ
御蔵島の.El虫相;こついては, 沢田玄正・ 渡辺泰明
両氏によって詳細に報告されている (投学集報, 14
巻1 号, 1969) が, エンマムシ科は意外に少なく ,
わずかにキノコアカマルェンマムシただ1 種に過き'
ない。私は1967年5 月に渡辺泰明・ 高橋座二郎両氏
と共に同島に渡った際に, オオヒラタェンマムシ
Ho1olepta amurensls Reit ter を1 頭採集してい
るので記録しておく。

1頭, 御蔵島川田, 18. v. 1967,  川田の発電小
屋付近で枯校に止つているのを捕えたものである。

(東京都世田谷区 黒沢良彦)

甲虫談話会
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